
配当時間
31時間わたしたちの県のまちづくり 学習指導要領

内容（6）

1.単元の目標と単元構成

目
　
　
標

・自分たちの県と市の地理的位置，及び４７都道府県の名称と位置を，地図を

　使って意欲的にまとめることができるようにする。また，自分たちの県の地

　形・主な産業などの様子や，県内の特色ある地域の人々の生活の様子を，関

　心をもって調べることができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　

・自分たちの県全体の地形や主な産業の概要，交通網の様子や主な都市の位置

　から県の特色を考えさせたり，自然環境及び伝統や文化の面から見て特色あ

　る県内の地域を取り上げ，まちや人々の生活の特色を考えさせたりする。　

・各種の地図及びその他の資料から，４７都道府県と県内の特色ある地域の位

　置や様子を調べさせる。また，方位による位置関係や，調べてわかったこと，

　考えたことを，白地図なども活用して表現させる。　

・自分たちの県と市の地理的位置，47都道府県の名称と位置をとらえさせる。

　また，地形や主な産業などから見た県の特色，県内の特色ある地域とそこで

　生活する人々の様子，自分たちの県の産業や人々の生活と国内の他地域や外

　国とのかかわりについて理解させる。　　　　　　　

オリエンテ

ーション

（２時間）

①②わた

したちの

県の位置

と日本の

都道府県

を調べよ

う

１県の地図

を広げて

（７時間）

①県の地図

を見てみよ

う

②③地図で

見る土地の

高さ（地形

図づくり）

④農業のさ

かんな地い

き

⑤漁業のさか

んな地いき

⑥工業のさか

んな地いき

⑦県の交通

の様子

２焼き物を生かした

まちづくり

（9時間）

①特産物や観光で知

られる地いき

②たくさんの人が来

るわけは…

③小石原焼伝統産業

会館へ行こう

④焼き物づくりにち

ょうせん

⑤小石原焼ができるまで

⑥よい焼き物をつく

るために

⑦変わっていく小石原焼

⑧山のしゃ面を生か

して

⑨生き生きとした東

峰村をめざして

３クリークを生か

したまちづくり

（７時間）

①柳川市のまちづ

くりを調べよう

②柳川市の土地の

使い方を調べよう

③クリークのひみ

つをさぐろう

④クリークよ，よ

みがえれ

⑤クリークと農家

の人たち

⑥クリークと柳川

市の人たちの仕事

⑦柳川市のこれか

らのまちづくり

４世界とつなが

るまちづくり

（４時間）

①縮尺のちがう

地図を見くらべ

て

②多くの国や地

いきとつながる

福岡市

③福岡市と空で

つながる国や地

いき

④福岡市と海で

つながる国や地

いき

まとめ（2時間）

①②県のしょう

かいパンフレッ

トをつくろう

3・4年





３．展開例

つ
か
む

調
べ
る

過
程 ねらい 主な学習活動と内容 □留意点  ●学習資料  〈　〉評価

○福岡県の地理的
位置を，方位も使
いながら表現する
ことができる。
          （１／３）

○日本が47の都道
府県で構成されて
いることやそれら
の名称がわかる。
          （１／３）

○日本地図を見て，自分
たちの県の位置について
気づいたことを話し合う。
・福岡県は，佐賀県の隣
　にある
・福岡県は，海に面して
　いる
・福岡県は，日本の西の
　方にある
・福岡県は，熊本県の北
　にあると言うこともで
　きる

○日本の都道府県区分図
を見て，都道府県の数や
名称を調べる。
・日本には47の都道府県
　がある
・都道府県の名称を確認
　し，名前を知っている
　ところに印をつける

●日本全図（掛け図）

□黒板に掲示した日本全図を使
いながら，福岡県の位置を自由
に発表させ，その後子どもから
出された方位に着目して，位置
関係を示すようにする。
＜自分たちの県の位置を，方位
を使って示している＞【技】

●都道府県の区分図（掲示用と
個人用の両方を用意）
□区分図で都道府県の数を確認
したあと，知っている都道府県
に印をつけるようにする。この
過程で各都道府県の形や大きさ
も確認させておく。

オリエンテーション・わたしたちの県の位置と日本の都道府県を調べよう　（２時間）�

小単元の目標　自分たちの県の地理的位置，及び都道府県の名称と位置を，地図を使って

意欲的に調べ，方位を使って位置関係を説明したり，各種の資料からわかった都道府県の

様子・特徴などを白地図にまとめたりして，日本が47都道府県から構成されていることを

知り，それぞれの名称と位置を日本地図で指摘することができるようにする。�         

かした生活や仕事の工夫が，子どもにとっ
て具体的になるよう計画的・継続的な人間
関係づくりが期待される。
（５）国内他地域や外国との多様なかかわり
　例示した単元では，陶器市に県外から集
まる人々や柳川市を訪れる観光客といった
人の動きを通して，他の地域とのかかわり
に気づかせるようになっているが，取り上

げる地域の特色によっては，より多様なか
かわりが予想される。例えば地場産業につ
いては原材料・製品や技術・担い手の移動，
交通については航路・鉄道・道路の広がり．
また伝統や文化については交流史及び交流
活動，看板等に見られる言語，在留住民な
どもかかわりを調べる対象となり得る。



調
べ
る
・
ま
と
め
る

○都道府県の位置
や相互の位置関係
を示すことができ
る。
          （１／３）

○白地図に47都道
府県の名称とその
様子や特徴を記入
することができる。
             （１）

○自分たちの県と他の都
道府県の位置関係や，日
本全体における各都道府
県の位置及び相互の位置
関係を示す。
・福岡県から見ると東京
　都は，東の方にある
・北海道は，一番北の方
　にある
・このまえ家族と行った
　広島県は，島根県の南
　にある

○自県以外で行ったこと
のある場所や知っている
場所がある都道府県を地
図で調べ，気がついたこ
とを白地図にまとめる。
・北海道は都道府県の中
　で面積が一番大きい
・高知県は四国の南側に
　ある
・新潟県は，恐竜のよう
　な形をしている

○白地図に記入した都道
府県名や気づいたことを
発表し合い，誰も調べて
いないところを手分けし
て調べ，白地図を完成さ
せる。
・京都府の京都市には，
　お寺がたくさんある
・讃岐うどんが有名な県
　は，どこでしょうか

●都道府県の区分図（同上）
□先に印をつけた都道府県を
取り上げ，自分たちの県との
位置関係や，日本全体におけ
る位置，都道府県相互の位置
関係を発表させる。また，北
海道，本州，四国，九州とい
った大きな島にも着目させる。
＜地図を使って都道府県の名
称とその位置を示している＞
【技】

●地図帳，都道府県の白地図
（掲示用・個人用）
□数名に行ったことのある場
所等を発表させ，その場所が
ある都道府県を地図で探すよ
うにする。この時，地図帳の
索引の使い方を指導する。
□調べた県の名称や形，気づ
いたことなどを白地図に記入
し着色する。

●地図帳，都道府県の白地図
（同上）
□各自が調べた県名等は，掲
示用の白地図に記入し，ブラ
ンクの部分を分担して調べる
ようにする。
□完成した地図を使い，教師
が都道府県名を当てるクイズ
を出す。可能ならば子どもた
ちにも，クイズに挑戦させる
ようにしたい。
＜47都道府県の名称と位置を
日本地図を使って示している
＞【技】



１　焼き物を生かしたまちづくり（９時間）                         

つ
か
む

調
べ
る

過
程 ねらい 主な学習活動と内容 □留意点  ●学習資料  〈　〉評価

○調べてみたい県
内の特色ある地域
を決め，学習の計
画を立てる。
　　　　　（１）

○小石原焼の人気
の秘密を知り，小
石原焼とその生産
地である東峰村に
関心をもつ。
　　　　　（１）

○東峰村の土地の
様子と，小石原焼
の歴史及び発展の
理由がわかる。
　　　　　（１）

○福岡県内での，特産物
や観光で知られる地域を
簡単なポスターを作って
発表し，各地域の様子を
話し合う。
・どんこ船からきれいな
　まちが見える柳川市を
　調べよう
・柳川市の様子：たくさ
　んのクリークと昔の建
　物が残っている

○各地の様子を見比べな
がら調べる地域を決め，
学習の計画を話し合う。
・調べる地域とその順序
・調べたいことがら（観
　点）

○民陶むら祭の様子と小
石原焼の特徴を調べる。
・東峰村で毎年行われて
　いる民陶むら祭には，
　小石原焼を買うために
　たくさんの人がやって
　くる

○東峰村の様子と小石原
焼が広く知られるように
なったわけを調べる。
・東峰村の地形や様子
・小石原焼の始まりと発展
・小石原焼が発展した理由

□福岡県全体の様子を概観した
前小単元の最後に，これから調
べたい地域の資料を集めるよう
指示しておく。
●福岡県の掲示用の地図と白地
図
□各地域の位置は地図で確かめ，
様子については，ポスターや資
料で確認するようにしたい。

●作成したポスターと県の地図
□上記の地域の様子から，地場
産業の発展，自然の保護または
伝統や文化の保護・活用といっ
た特色が重ならないように調べ
る地域を選択する。
＜特色ある地域について，調べ
る計画を意欲的に立てようとし
ている＞【関・意・態】

●民陶むら祭と小石原焼の写真
□小石原焼が人々に好まれてい
る理由を理解させ，この焼き物
づくりが行われている東峰村へ
の関心を高めるようにする。

●東峰村の地形図，小石原焼に
ついての年表
□小石原焼が作られている東峰
村の様子を確かめたあと，どの
ように小石原焼が発展してきた
のかを調べるようにする。

小単元の目標　県外にも知られた小石原焼が作られている東峰村に関心をもち，地域の自

然環境と作り手の努力によって江戸時代から続いてきた焼き物づくりの様子や，村の人々

の仕事と生活の様子を地図などの資料で調べることを通して，地場産業と自然環境の面か

ら東峰村の特色について考え，他地域とのかかわりや村の特色を生かしたまちづくりにつ

いて理解することができるようにする。�         



調
べ
る

ま
と
め
る

○小石原焼の作り
方と作り手に求め
られる技術がわか
る。
             （２）

○よい焼き物を作
るために作り手が
行っている工夫と，
小石原焼が地域の
自然環境と結びつ
いていることがわ
かり，今も多くの
人に好まれる理由
を考える。
             （２）

○東峰村の人々が
地域の自然環境を
生かした生活をし
ていることがわか
る。
              （1）

○東峰村をよりよ
くするために，村
の人々が地域の特
色を生かした取り
組みをしているこ
とに気づき，まち
づくりの進め方
について考える。
             （１）

○小石原焼についての疑
問を話し合い，焼き物がで
きるまでの工程を調べる。
・疑問：作り方，原材料，
　工夫
・工程：形成→模様入れ
　→焼成
○多くの人に好まれる美
しい小石原焼を作るため
に，作り手がどのような
工夫をしているのかを調
べる。
・陶土づくりの様子
・原材料や燃料の産地
・模様の入れ方
・小石原焼の伝統と社会
　の変化に応じた多様性

○東峰村の土地の様子を確
かめて，そこで生活する
人々がどのような仕事をし
ているのかを調べる。
・東峰村の土地の様子
・棚田での米づくりの様
　子
・山の斜面を生かした梨
　などの果樹栽培の様子

○「道の駅」や村の紹介
番組づくりの様子等を調
べ，東峰村のまちづくり
について話し合う。
・「道の駅」の様子とそ
　の目的
・昔の行事を復活する取
　り組み
・東峰村を紹介する番組
　づくりとその発信
・地場産業と自然環境と
　いう特色を生かしたま
　ちづくり

●小石原焼の工程を示す写真と解説
□可能ならば実際に焼き物づ
くりを体験し，そこでの疑問
を話し合わせるようにしたい。
＜小石原焼の作り方について，
意欲的に調べようとしている
＞【関・意・態】
●陶土づくりの写真と解説，
作り手の話
□陶土づくりを取り上げなが
ら，化粧土や釉薬といった原
材料が地域の自然素材である
ことに気づかせる。
□小石原焼の作り手が技術を
高める努力と時代にあったデ
ザイン等の工夫をしているこ
とについて理解させる。
＜小石原焼が今も多くの人に
好まれる理由について，自分
の考えを記述している＞
【思・判・表】

●東峰村の航空写真と地形図，棚
田の写真と農家・農協の人の話
□写真や地図を使い，東峰村
の人々が，地形や地質を生か
した農業を行い，生活してい
ることに気づかせる。
＜東峰村の人々が山の斜面を
生かした農業をしていること
を理解している＞【知・理】

●「道の駅」の写真や事業の
解説，村役場の人や番組づく
りに取り組む人の話
□調べた東峰村の人々の取り
組みとそこに込められた思い
を発表し合い，まちづくりに
ついて整理する。
＜これまでの学習を振り返り，
東峰村の人々がめざしている
まちづくりについて，自分の
考えをノートなどにまとめて
いる＞【思・判・表】



２　クリークを生かしたまちづくり（７時間）                      　　

つ
か
む

調
べ
る

過
程 ねらい 主な学習活動と内容 □留意点  ●学習資料  〈　〉評価

○東峰村との景観
の違いから柳川市
に関心をもち，土
地の様子を調べて，
学習問題をつくる。
　　　　　（１）

○地図などから柳
川市では米づくり
が盛んなことやク
リークがまち中に
広がっていること
を読み取り，クリ
ークについて関心
をもつ。
              （１）

○クリークの成り
立ちや働きがわか
り，柳川市の人々
の生活とクリーク
とのかかわりにつ
いて考える。
              （１）

○写真や地図から柳川市
の土地の特徴を読み取り，
学習問題をつくる。
・柳川市は，東峰村に比
　べると土地が低くて平
　らになっている
・柳川市は海に面してお
　り，多くの川がある
・柳川市の人たちは，ま
　ちづくりのためにどん
　な工夫をしているのだ
　ろうか

○地図やグラフで，柳川
市の土地の使い方とクリ
ークの広がりを調べる。
・柳川市には水田が多く，
　米づくりが盛んなよう
　だ
・柳川市にはクリークと
　呼ばれる水路が，網の
　目のようにまち全体に
　広がっている

○資料を使ってクリーク
の成り立ちや働きについ
て調べ，柳川市の人々の
生活とクリークのかかわ
りについて話し合う。
・クリークができたわけ
・クリークの仕組みと役
　割
・洪水や水不足から生活
　を守るクリーク

□東峰村との景観の違いを視点
として，どんこ船や美しい街並
みで知られた平地の柳川市に着
目させる。
●柳川市の航空写真，東峰村も
入った鳥瞰図・地形図
□写真や鳥瞰図などから，有明
海に面した柳川市が低くて平ら
な土地であることに気づかせる。
＜柳川市の土地の様子から，ま
ちづくりについて自ら疑問に思
ったことを発表している＞
【思・判・表】
●航空写真，クリークの入った
地図，土地利用のグラフ
□写真や地図から，柳川市では，
平らな土地を生かした米づくり
が盛んなことや，クリークが網
の目のように広がっていること
に気づかせる。
□柳川市の特徴であるクリーク
に興味を持たせるようにする。

●クリークの成り立ちを示す図，
クリークの仕組みを示す図
□柳川市で水害が起こりやすい
ことに気づかせるに当たっては，
地図や写真で川との関係や堤防
の位置を確認させる。
□クリークがなくてはならない
ものであったことに気づかせる。

小単元の目標　クリークと古い街並みで知られた柳川市に関心をもち，地域の特性を生か

したクリークの仕組み・機能及びその荒廃と復活の様子や，市の人々の仕事と生活の様子

を地図などの資料で調べることを通して，地域資源の保護・活用の面から柳川市の特色に

ついて考え，他地域とのかかわりや市の特色を生かしたまちづくりについて理解すること

ができるようにする。�        



調
べ
る

ま
と
め
る

○汚れて埋め立て
られることになっ
たクリークが再生
される様子やクリ
ークに対する柳川
市の人々の気持ち
がわかる。
              （１）

○柳川市の農業，
水産業，観光業と
クリークとの密接
なかかわりがわか
る。
              （２）

○柳川市をよりよ
くするために，市
の人々が地域の特
色を生かした取り
組みをしているこ
とに気づき，まち
づくりの進め方
について考える。
             （１）

○クリークの荒廃した様
子や復活への取り組みを
調べて，柳川市の人々の
クリーク再生にかける思
いを予想する。
・まちや生活の変化によ
　るクリークの変化
・クリークの復活の様子
・クリークに対する柳川
　市の人々の気持ち

○柳川市の農業，水産業，
観光業について調べ，ク
リークが柳川市の人々の
仕事とどのように結びつ
いているのか話し合う。
・農業：農業用水，水害
　予防
・水産業：栄養供給，汚
　濁原因
・観光業：観光資源，汚
　濁防止
・仕事はクリークと密接
　に関わっている

○「水郷柳川夏の水まつ
り」について調べ，柳川
市のまちづくりについて
話し合う。
・「水郷柳川夏の水まつ
　り」の様子とその目的
・観光客など他の地域の
　人々へのメッセージ
・自然環境と結びついた
　クリークや街並みの特
　色を生かしたまちづく
　り

●クリークを汚さない仕組み
を示した図，クリークの変化
に関する話，クリーク清掃の
写真
□クリークの荒廃から再生へ
の様子を調べたあと，どうし
て柳川市の人々がクリークの
清掃と維持に取り組んだのか
を予想させる。
＜クリークは，生活が変わっ
ても柳川市や人々にとってな
くてはならないものであるこ
とを理解している＞
【知・理】
●農業・海苔養殖・観光（川
下り）の写真と各仕事に携わ
る人々の話
□農業や海苔養殖，観光業の
現状と仕事の内容を調べるだ
けでなく，各産業とクリーク
がどのように結びついている
のかを調べさせる。
□前時の予想について確認し，
クリークと仕事とのかかわり
をまとめる。
＜クリークは柳川市の様々な
仕事とも深く関わっているこ
とを理解している＞
【知・理】

●「水郷柳川夏の水まつり」
の写真や解説
□調べた「水郷柳川夏の水ま
つり」への人々の取り組みと，
そこに込められた思いを発表
し合い，まちづくりについて
整理する。
＜これまでの学習を振り返り，
柳川市の人々がめざしている
まちづくりについて，自分の
考えを発表したりノートにま
とめたりしている＞
【思・判・表】


	県まち1.pdf
	3.4-kennomachidukuri
	3.4-わたしたちの-1
	3.4-わたしたちの-2
	3.4-わたしたちの-3
	3.4-わたしたちの-4
	3.4-わたしたちの-5
	3.4-わたしたちの-6
	3.4-わたしたちの-7
	3.4-わたしたちの-8

	県まち３
	県まち４
	県まち５
	県まち６
	県まち７
	県まち８

